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日野町
総合

防災訓練

参加協力企業・団体
みなさんから

ドローン模擬飛行
消防署・消防団 合同消火訓練

救助訓練

　９月３日（日）鈴鹿西縁断層帯を震源とする大地震
を想定した訓練が必佐小学校で行われました。災害対
策本部を設置し参加いただいた団体・企業との連携な
ど、議員も参加し、多くの関係機関との体制を確認。
　AED講習やドローン飛行、防災食や気象について
のブースも設けられ、日常の中でできる防災・減災に
ついての興味を持っていただける場となりました。

すぐそこに！！
迫りくる大規模災害

　皆さんの身近で防災活動・訓練
などがあれば是非参加してみてく
ださい。
　近年自然災害の程度も大きくな
っています。
　役立つ知識を得ていることで、命
を守り被害の程度も小さくするこ
とができるのではないでしょうか。

日野町防災士連絡会
辻 友代さん1

　ドローンによる災害時応援協定
に伴い、日野町総合防災訓練に参
加させていただきました。
　各団体様が防災訓練に対応され
る姿を見て、私どもも災害発生時
には微力ではございますが、自分
たちができることで協力できれば
と思っています。

株式会社オカイチ・
Works Oka
岡 岳志さん2

　もし被災者になってしまった時
どこを頼ればよいのか、また、救助
に向かう場合必要なことは何かが
周知出来たと感じました。
　私共、造園協会は作業の経験を
活かし、まず救助へ向かう動線を
確保する立場である事を常に自覚
しておこうと思います。

滋賀県造園協会東地区
小田造園 小田 浩さん3

詳しくは日野町防災マップで→
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滋賀県第26回 
中学生広場 「私の思い2023」県広場

氏郷まつり「夏の陣」2023

社会に届け、
まっすぐで真剣な私の思い！！
　８月19日（土）、「中学生広場」は県民の中学生に対する理解を深めるきっかけとすることを目的に、毎年、
県内を巡回し開催されています。今年度は日野町わたむきホール虹を会場に、日野中学校の生徒会が中心と
なり、事前準備から当日の運営まで担ってくれました。議員も地元役員として参加しました。

　８月５日（土）、毎年恒例の開催となった氏郷まつり「夏の陣」
2023が盛大に行われました。私たち議員もお揃いの浴衣で江州音
頭に参加、夕暮れになっても厳しい暑さが残っていましたが、町
民の皆さまと一つの輪になって踊りを楽しみました。

　私は中学生広場の実行委員長に立候補しました。
責任ある役割を務めることができるか不安でした
が、関係者の方々から応援をいただき、自分を信じ
て仲間と支え合って大会を成功に導くことができ
ました。貴重な経験としてこれからの成長に活かし
ていきたいと思います。

実行委員長　日野中学校　齋藤博史

　発表者・運営者とも中学生で、とても素晴らしい
社会教育の場だと感じました。今考えていること
を言語化して表現することは難しいけれど、興味深
く、面白いです。コミュニティスクールの教材とし
て、地域・PTA・小中学生みんなに毎年見てほしいと
思います。
� 日野町青少年育成町民会議副会長　野矢貴之

主催：滋賀県青少年育成県民会議
　　　独立行政法人国立青少年教育振興機構

3 議会だより
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予算特別委員会
付託議案
●議第79号　令和５年度日野町一般会計補正予算（第３号）
　今回の補正予算は、新型コロナウイルスワクチン等の補助事業の精算に伴う償還金、行政懇談会等
における住民要望の高い道路などの生活基盤にかかる維持補修等の経費、また幼保・小・中学校等の
公共施設の維持補修の経費など、必要性の高い事業に対して予算措置が講じられました。
《歳出の主な内容》

事業名 経費の内容 補正予算額
保健衛生事務事業（保健） 新型コロナウイルスワクチン接種事業補助金精算に伴う償還金 1億765万2千円
道路維持補修事業 道路の維持補修に必要な経費の増額補正 2,439万円
交通安全施設対策事業 交通安全確保に必要な区画線、カーブミラー等の設置 1,350万円
学校給食運営事業 学校給食に必要な設備の劣化・破損に伴う修繕費 438万2千円
観光協会運営事業 鎌掛しゃくなげ渓の観光に伴う遊歩道および橋梁修繕に係る補助金 450万円

質疑と討論・採決
　委員からは、行政懇談会からの要望にとらわれず必要性の高い事業に対して予算措置を講じるよう意
見が出された。また、鎌掛しゃくなげ渓の遊歩道と橋梁の修繕について委員より質問があり、これに対
し別の委員より、商工会壮青年部がみんなで取り組めば費用が抑えられるとの提案から話は落ち着いて
いると発言があり、当局からは町としてありがたい話だと思っているとの答弁がなされた。これに対し
議長より、専門業者と同質の仕事がしてもらえるようにと要望が出された。全体を通し討論
はなく質疑もなく、引き続き採決を行ったところ、全員が原案どおり可決することに賛成と
なりました。

総務常任委員会
付託議案
●議第76号　日野町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
民間端末機を介した印鑑登録証明書の交付
　Q　�証明書の交付について、実績と最近の傾向はどうか。コンビニ交付での問題やトラブルはあったか？
　A　��証明書を発行した数は年々増えている。取得できる時間が６時30分～23時までと長いことが住民

サービス向上の点から社会的ニーズに対応できていると考えます。トラブルに至った例はない。
●議第77号　日野町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
感染症予防等に従事する職員の特殊勤務手当の特例。新型コロナウイルス感染症から、町民の生命お
よび健康を保護するために行われた措置に係わる作業による特殊勤務手当が廃止されるもの。

付託議案の採決
反対討論はなく一括採決　→　全委員一致で全議案を可決すべきものと決しました。

請願審査
●請願第2号　�国に対し、「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書」の提出を求める請願書

請願の採決
請願趣旨に賛成であるものの理解を深める必要があり、勉強会と審議に時間を要するため継続審査とした。
　継続審査に対して　反対討論　原案が採択されることを求める。
　 　賛成討論　�意見書決議を本会議に提出するのが本意ではあるが、時間がないため、

継続審査を求める。

調査・研究
持続可能な日野町消防団について、意見交換

4議会だより
日野町議会
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厚生常任委員会

産業建設常任委員会

付託議案
●議第80号　令和５年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

●議第81号　令和５年度日野町介護保険特別会計補正予算（第１号）
　Q　�介護人材の不足状況は？
　A　��募集しても応募がないと聞いている。人材確保へ向け、専門人材育成として初任者研修の補助率

をこれまでの1/2から3/4に上げ、一般向けには介護に関する入門的研修を実施した。

付託議案の採決
反対討論はなく一括採決　→　全委員一致で可決すべきものと決しました。

請願審査
●請願第３号　加齢性難聴者への補聴器購入に公費助成制度の創設を求める請願書
主な論点：加齢性難聴者が補聴器を購入する際、一般財源による公費補助の是非
　反対討論　対象を加齢性難聴者と限定せず広く議論すべき
　賛成討論　�まずは高齢者の補聴器補助から拡充していきたい

請願の採決
賛成少数で不採択すべきものと決しました。

付託議案
●議第78号　日野町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
Ｑ　大谷プールの廃止で、水泳を通しての町民の健康管理ができなくなるが対策は？跡地利用は？
Ａ　�プール以外の施策、ウォーキングやラジオ体操などでスポーツの裾野を広げることから始めたい。
　　�当面は砂利で国スポの駐車場として活用。その後は決めていない。スケートボード場との声も聞
くが、管理上難しい。芝生広場という声も聞くし、当面アスファルト舗装はしない。

付託議案の採決
反対討論はなく採決　→　全委員一致で可決すべきものと決しました。

調査・研究
●いせの調整池をめぐる問題の経過と課題
　同和対策事業の住宅譲渡金（特定財源）を町営住宅建設整備基金として ｢保留地｣ の購入に充てたこと、
住宅事情の変化で町営住宅を建設しないとなった時に対応していないこと、雨水排水路整備が進まず調
整池が ｢保留地｣ として残存していることをどう考えるか、などの意見に対して、それぞれの時点では
県などと協議し、議決もしており問題はないと考えるが、現在の状況については好ましいものではない
ので、国･県などとも協議し、必要に応じて指導も仰ぎたい、とのことであった。

●交通安全施設の整備について～県予算要望事項とかかわって～
●名神名阪連絡道路の整備促進について
　杉浦議長より、甲賀市の議員連盟より要望があったことの報告。町の発展にかかる重要な案件であり、
委員会だけでなく、全議員で協議すべきだとの意見があった。
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通年議会 議員報酬

議会改革特別委員会
～「前進する議会」～

空家対策特別委員会
調査研究
空家発生の予防
◦各区長への空家調査は前回令和元年度に行っており、次回は令和６年度を予定している
◦空き家バンクの登録件数が少ないのが現状。気軽に連絡してもらえる周知方法を検討する
◦�売却できない物件については登録が難しく、全国的な課題となっている
◦�日野地区で予定している出前講座の参加希望者からの情報を、建設計画課と企画振興課で共有して
いく
◦�所有者不明空家は相続関係が複雑で把握しにくい。独居の方に空家になる前に相談してもらうこと
が大切

空家の活用・流通の促進
◦東近江市、米原市では民間の団体等と連携して空家の利活用を推進している
◦県からも空家利活用に向けた支援策や補助金が用意されている
◦建設計画課では空家所有者、入居希望者の双方が気軽に相談できる窓口を目指している
◦移住者交流会を開催し、子育て家庭を中心に、移住者のアフターフォローに努めている

空家の適正管理・跡地の利活用など
◦�地域経済活性化対策住宅リフォーム助成制度では上限20万円で商業協同組合商品券を補助している
が、これが移住のきっかけにはなっていない。さらに検討の余地がある
◦�平成26年、27年に実施した空家見学ツアーは、定住につながらず継続できていない。また移住後に
転出された方は、何が要因であったのか把握できていない。今後は定住促進のためにも調査分析し
ていきたい

調査研究

※�用語としては「空家」と表記していますが、空き家バンクは固有名詞として「空き家」を使用しています。

現在は年４回の定例会
�→�迅速な対応のできる通年議会にできないか

■事例（大津市議会・滋賀県議会）
　•�定例会は年1回とし会期を１年間（通年）
　•�町長の専決処分を必要最低限に抑制できる
　•��災害などの突発的な事案や緊急の行政課題
にも迅速な対応が可能になる

地方議員の報酬額算定の根拠は何もない
�→�若者が生活できる報酬にできないか

■事例（長野県生坂村）16万→30万円
　�　４回連続無投票だった議会は令和２年条例
改正。当選時に55歳以下の場合のみ報酬を30
万円に増額。令和３年には20年ぶりの選挙が
行われ55歳以下は全員当選した。

6議会だより
日野町議会
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�　近年の日野町議会議員選挙では、３期連続で子育て世代の若い方がトップ当選を果たされています。
　今期の子育て世代の議員は３名となり、全国的な地方議員の「なり手不足」問題の中、日野町では若者の政
治参加は素晴らしいことです。一方、選挙における欠員は１名となり、全国的な流れとともに重要な問題とな
っています。日野町議会では、議会改革特別委員会を引き続き設置し、「議員のなり手不足問題」等の議論を進
めています。
　特に今期においては、通年議会、議員報酬、議会の在り方などについて、先進地視察や具体的な議論をはじ
めています。子育て世代の若者や女性の政治参画を進めるためにも、安心して政治参加ができる環境づくりが
喫緊の課題となっています。

議員の“なり手不足”解消に向けて
〈町村議会と市議会の比較〉� ※資料�総務省HP・全国町村議長会HPより

町村議会平均
（　）は日野町 市議会平均 考　　察

①投票率
　（R5.4.23執行）

55.49％
（55.90％） 44.26％

①町村議会選挙への住民の関心は高い
②町村議会選挙への立候補者は少ない
③町村議会議員は若い人が少ない
④町村議会の報酬は市議会の約半分

②無投票の割合
　（R5.4.23執行）

32.98％
（H23無投票） 4.76％

③平均年齢
　（R4）

65.2歳
（61.3歳（Ｒ5.5.1現在）） 60.0歳

④平均報酬月額
　（R4）

21.７万円
（23万円） 42.3万円

制定の趣旨・背景
　地方自治法の改正は、議員のなり手不足の対応が喫緊の課題であることを踏まえ、地方自治法の一部改正（令
和４年12月16日公布、令和５年３月１日施行）が行われ、議員に係る請負が明確化され、併せて議員個人によ
る請負に関する規制が緩和されました。これまで規制されていた議員個人の請負は、各会計年度において支払
いを受ける請負の対価に総額が300万円を超えない者は規制の対象外とされました。

当議会の対応
　議員のなり手不足を踏まえて、今回の地方自治法が改正されたことに伴い、日野町議会としても条例を整備し、
町議会議員の町に対する請負の状況を公表すること等により、請負の状況の透明性を確保し、議会の運営の公
正および事務執行の適正を図るため、９月定例会最終日の９月27日に議員提案し、可決決定しました。
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日野町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について日野町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について

= 若者や女性の政治参画を進めるために == 若者や女性の政治参画を進めるために =

議員の議員の
“なり手不足”が深刻！“なり手不足”が深刻！
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令和令和５５年年９９月月
町議会定例会町議会定例会におけるにおける
一般質問内容一般質問内容およびおよび質問順序質問順序

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。

本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）

上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

1 髙橋　源三郎 １	 太陽光発電用地の地目認定と課税について
２	 地籍調査結果による面積変更や課税変更について P. ９

2 川東　昭男 １	 公共施設の改修および長寿命化計画と財政運営について P.10

3 西澤　正治 １	 農業用燃料高騰対策について
２	 道路計画の構想について P.19

4 福永　晃仁 １	 幼児教育・保育のこれからについて
２	 豊かな文化を次代に繋げるために P.11

5 山本　秀喜
１	「子育てにやさしい町、こどもまんなかの日野町」に
２	 農業のこれから、地域計画（農地の集約）の策定は？
３	 民間による鳥居平・松尾工業団地の整備計画について

P.12

6 中西　佳子 １	 交通安全対策（自転車）について
２	「道の駅」「防災道の駅」について町の見解は P.13

7 加 　和幸
１	 地震･水害を中心とした防災対策について
２	 子ども医療費助成（福祉医療給付費）の拡充を
３	 健康保険証の廃止をめぐる動きについて

P.14

8 柚木　記久雄 １	 病児保育の実施について
２	 名神名阪連絡道路と地域の課題 P.15

9 松田　洋子 １	 給食費の無償化について
２	 奨学金返還制度について P.16

10 野矢　貴之 １	 西大路宅地整備事業はもっと工夫できたのでは？
２	 こども基本法はなぜ制定された？ P.17

11 後藤　勇樹

１	 農村型地域運営組織（農村ＲＭＯ）への伴走支援を問う
２	 	文化財保存活用地域計画策定作業の進捗と今後の取組
みは

３	 いせの調整池および町営住宅建設整備基金について

P.18
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一 質般 問

　
近
年
、日
野
町
で

も
あ
ち
こ
ち
の
平
地

や
丘
陵
地
、山
林
な
ど
に
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
が
た
く
さ

ん
並
ん
で
い
る
の
を
見
ま
す
。

こ
れ
を
見
て
い
る
と
、日
野

町
内
だ
け
で
も
一
体
ど
れ
く

ら
い
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
と
、

強
く
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
こ
の
こ
と
に
関
し

何
点
か
質
問
し
ま
す
。

①
町
は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

の
設
置
に
関
し
町
内
に
何
箇

所
く
ら
い
あ
り
、そ
れ
に
対

す
る
土
地
の
面
積
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
の
か
把
握
さ
れ
て

い
る
か
。

②
把
握
さ
れ
て
い
る
場
合
、

そ
の
土
地
に
対
す
る
地
目
認

定
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
太
陽
光
発
電
機
器
の
設
置

は
償
却
資
産
の
課
税
対
象
に

な
る
と
思
う
が
、申
告
状
況

は
ど
う
か
。ま
た
、耐
用
年
数

は
何
年
か
。

④
一
般
家
庭
や
会
社
等
の
建

物
の
屋
根
に
、太
陽
光
パ
ネ

ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
を

見
掛
け
る
が
、こ
れ
ら
は
償

却
資
産
の
申
告
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、発
電

し
た
電
気
を
売
電
し
て
い
る

場
合
、得
ら
れ
た
所
得
は
課

税
の
対
象
と
な
る
の
か
。

①
日
野
町
太
陽
光
発

電
設
備
設
置
に
関
す

る
指
導
要
綱
で
は
、発
電
の

最
大
出
力
が
10
Ｋ
Ｗ
以
上
の

も
の
は
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
把
握
し
て
い
る

も
の
と
し
て
１
１
７
箇
所
、

件
数
と
し
て
２
０
２
件
、土

地
の
面
積
は
26
万
９
千
４
３

５
㎡
と
な
っ
て
い
る
。

②
太
陽
光
発
電
を
宅
地
以
外

で
単
独
で
設
置
し
て
い
る
場

合
、そ
の
土
地
の
地
目
は
雑

種
地
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

③
機
械
及
び
装
置
と
し
て
の

　
日
野
町
内
で
も
集

落
単
位
で「
地
籍
調

査
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
地
籍
調
査
は
土
地
の

「
所
有
者・地
番・地
目・境
界・

面
積
」な
ど
を
調
べ
、そ
の
結

果
を
台
帳
と
地
図
に
ま
と
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、大
字
単
位
で
順
次

進
め
ら
れ
て
い
く
と
思
い
ま

す
が
、事
業
主
体
は
日
野
町

で
す
の
で
何
点
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

①
日
野
町
に
お
い
て
地
籍
調

査
の
実
施
計
画
書
は
策
定
さ

れ
て
い
る
か
。

②
地
籍
調
査
を
希
望
す
る
場

合
の
手
続
き
は
ど
の
よ
う
に

定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

③
こ
の
調
査
は
圃
場
整
備
田

の
場
合
、圃
場
整
備
台
帳
な

ど
に
地
積
と
測
量
図
面
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
調
査
の

対
象
か
ら
除
か
れ
る
と
思
う

が
、そ
れ
以
外
の
地
目
に
つ

い
て
は
、ど
の
地
目
を
調
査

の
対
象
と
し
て
い
る
の
か
。

④
昔
は
土
地
の
面
積
を
求
め

る
の
に
縄
を
張
っ
て
長
さ
を

測
り
、面
積
を
計
算
さ
れ
た

と
聞
き
ま
し
た
。そ
の
場
合
、

ほ
と
ん
ど
の
土
地
に
お
い
て

今
日
の
最
新
技
術
で
測
量
さ

れ
た
も
の
と
比
べ
る
と
面
積

に
相
違
が
生
じ
る
と
思
い
ま

す
。ま
た
、多
く
の
宅
地
は
い

び
つ
な
形
を
し
て
い
て
、し

か
も
そ
こ
に
建
物
が
建
っ
て

い
る
場
合
、昔
は
正
確
な
測

量
は
出
来
な
か
っ
た
と
推
測

し
ま
す
。よ
っ
て
、ほ
と
ん
ど

の
土
地
に
お
い
て
面
積
修
正

が
必
要
と
考
え
ま
す
。地
籍

調
査
の
結
果
、面
積
等
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
、評
価
額

も
修
正
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
、も
し
土
地
の
形
状
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
、そ
の
筆

は
再
評
価
さ
れ
る
の
か
ど
う

か
伺
い
ま
す
。

①
町
内
の
集
落
全
体

を
対
象
と
し
た
実
施

計
画
書
は
策
定
し
て
い
な
い

が
、調
査
実
施
地
区
に
つ
い

て
は
年
度
ご
と
に
作
成
し
て

い
る
。

②
希
望
さ
れ
る
自
治
会
か
ら

は
、要
望
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

③
調
査
の
対
象
地
目
は
、宅

地
・
田
・
畑
・
山
林
な
ど
、調
査

範
囲
内
の
全
て
の
地
目
が
対

象
と
な
る
。

④
登
記
情
報
の
変
更
に
基
づ

き
、１
月
１
日
を
基
準
に
課

税
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、土
地
の
形
状
が
大
き

く
変
わ
れ
ば
個
別
案
件
と
し

て
再
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

登
記
情
報
に
よ
り
、面
積
等
の
変
更
が
あ
れ
ば
課
税
変
更
と
な
る

地
籍
調
査
結
果
に
よ
る
面
積
変
更
や
課
税
変
更
に
つ
い
て

▲国道307号沿いにある太陽光発電
（500KW）

太陽光発電用地の地目は雑種地で評価

太陽光発電用地の地目認定と課税について

髙橋 源三郎 議員

申
告
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、

構
築
物
ま
た
は
工
具
・
器
具
・

備
品
と
し
て
申
告
さ
れ
る
例

も
あ
る
。な
お
、法
定
耐
用
年

数
は
17
年
で
あ
る
。

④
事
業
用
も
し
く
は
売
電
事

業
用
の
場
合
は
償
却
資
産
と

し
て
の
申
告
が
必
要
。10
Ｋ

Ｗ
未
満
で
家
庭
で
の
利
用
の

場
合
は
申
告
は
不
要
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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公共施設の改修および長寿命化計画と財政運営について
必佐小学校の改修は必要！適切な財政運営めざす！

　
町
の
公
共
施
設
の

老
朽
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。現
在
の
公
共
施
設

の
整
備
は
、昭
和
後
期
か
ら

平
成
初
期
に
集
中
し
て
お
り
、

今
後
、そ
の
更
新
時
期
が
集

中
し
、財
政
の
悪
化
を
招
く

こ
と
か
ら
大
変
心
配
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、老
朽
化
が
進
む
公

共
施
設
は
、放
置
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、改
修
は

「
待
っ
た
な
し
」に
や
っ
て
き

ま
す
。

　
そ
こ
で
、公
共
施
設
の
改

修
お
よ
び
長
寿
命
化
計
画
と

財
政
運
営
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

１
．必
佐
小
学
校
の
大
規
模

改
修・建
替
え
に
つ
い
て

①
令
和
２
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た「
学
校
施
設
の
長
寿
命

化
計
画
」に
お
い
て
、必
佐
小

学
校
は
、劣
化
状
況
評
価
は

C（
広
範
囲
に
劣
化
）の
項
目

が
多
く
、平
成
12・13
年
度
に

耐
震
化
を
中
心
と
し
た
大
規

模
改
修
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

既
に
20
数
年
を
経
過
し
て
い

ま
す
。改
修
に
対
す
る
町
の

考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

②
必
佐
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

建
替
え
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、多
額
の
財
政
負
担
が

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
公
共
施
設
の
長
寿

命
化
対
策
に
お
い
て
、施
設

の
維
持
・
機
能
を
最
大
限
伸

ば
す
こ
と
で
、財
政
負
担
を

軽
減
し
て
い
く
こ
と
が
大
き

な
課
題
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
施
設

整
備
に
伴
う
財
政
負
担
に
つ

い
て
、現
時
点
で
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

２
．長
寿
命
化
計
画
に
つ
い

て
は
、日
野
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
ほ
か
関
連
す

る
個
別
計
画
は
、構
築
物
は

じ
め
道
路
や
上
下
水
道
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
資
産
を
合
わ
せ

る
と
20
を
数
え
ま
す
。公
共

施
設
の
長
寿
命
化
対
策
と
財

政
運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て

川東 昭男 議員

伺
い
ま
す
。

①
各
計
画
に
お
け
る
改
修
年

度
の
順
位
付
け
、基
準
な
ど

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。ま
た
、

現
在
個
別
計
画
の
な
い
施
設

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
伺
い
ま
す
。

②
災
害
発
生
時
の
指
定
避
難

所
お
よ
び
指
定
緊
急
避
難
場

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学

校・公
民
館・公
園
施
設
な
ど

の
公
共
構
築
物
の
現
状
と
今

後
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
の

方
針
を
伺
い
ま
す
。

③
上
水
道・下
水
道
施
設
、各

種
道
路
、各
種
橋
梁
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
資
産
に
つ
い
て
、

今
後
の
改
修
計
画
に
つ
い
て

の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

３
．当
町
に
お
け
る
将
来
の

人
口
減
少
、少
子
化・超
高
齢

化
の
中
で
、将
来
を
見
据
え

た「
町
の
規
模
」や「
財
政
状

況
」を
考
え
る
と
非
常
に
厳

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。そ
う
し
た
中
、現
状
の
施

設
数
を
そ
の
ま
ま
改
修
・
更

新
を
続
け
る
こ
と
は
、か
な

り
難
し
い
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

い
わ
ゆ
る「
数
」に
つ
い
て
、

施
設
の「
統
合
」や「
廃
止
」な

ど
の
議
論
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

現
状
に
お
け
る
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

１
．①
必
佐
小
学
校

の
老
朽
化
の
現
状
は
、

教
育
委
員
会
と
し
て
把
握
し

て
お
り
早
期
に
改
修
等
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。学
校

施
設
の
老
朽
化
は
先
送
り
で

き
な
い
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、教
育
委
員
会
で
の
議
論

を
深
め
早
期
に
方
向
性
を
決

め
る
。

②
大
規
模
改
修
や
改
築
に
つ

い
て
は
、そ
の
都
度
国
の
補

助
金
や
地
方
債
の
活
用
を
検

討
し
、負
担
軽
減
や
平
準
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

２
．①
長
期
的
視
点
に
立
ち
、

各
施
設
の
状
況
な
ど
総
合
的

に
判
断
し
て
い
る
。役
場
庁

舎
は
令
和
３
年
に
計
画
を
策

定
、林
業
セ
ン
タ
ー
と
勤
労

福
祉
会
館
は
、建
設
か
ら
50

年
が
過
ぎ
て
お
り
、随
時
、修

繕
を
重
ね
維
持
す
る
。

②
現
状
に
お
い
て
、避
難
所

と
し
て
の
役
割
は
果
た
せ
る
。

今
後
の
改
修
計
画
は
、個
々

の
施
設
ご
と
に
判
断
し
て
い

く
。

③
イ
ン
フ
ラ
資
産
に
つ
い
て

は
、各
施
設
毎
の
計
画
に
基

づ
き
、国
庫
補
助
金
等
を
活

用
し
な
が
ら
、順
次
長
寿
命

化
改
修
を
進
め
て
い
る
。 

３
．施
設
の
統
合
、廃
止
に
つ

い
て
、令
和
４
年
度
の
日
野

町
の
出
生
数
は
１
０
４
人

（
令
和
元
年
度
は
１
４
３
人
）

と
な
っ
て
い
る
。今
後
の
人

口
減
少
の
中
で
、施
設
を
維

持
す
る
た
め
の
職
員
配
置
の

問
題
や
財
政
負
担
を
将
来
に

残
さ
な
い
観
点
か
ら
避
け
ら

れ
な
い
課
題
で
あ
り
、十
分

な
議
論
が
必
要
と
考
え
る
。

◇
質
問
を
終
え
て

　

必
佐
小
学
校
の
改
修
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、教

育
長
は
、早
急
な
改
修
が

必
要
と
答
弁
。年
度
内
に

方
針
を
決
め
る
と
の
判
断

に
期
待
し
た
い
。

　

公
共
施
設
の
改
修
・
更

新
は
、町
の
大
き
な
課
題
。

「
予
防
保
全
」の
適
正
管
理

を
、そ
し
て
財
政
運
営
の

平
準
化
を
お
願
い
し
た
い
。
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一 質般 問

保育ニーズ・地域の実情を踏まえ、迅速に対応を進めます

幼児教育・保育のこれからについて

若
者・子
育
て
世
代
へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
取
り
組
み
ま
す

　
幼
児
期
に
お
け
る

保
育
教
育
は
、人
格

形
成
の
基
礎
を
培
う
極
め
て

重
要
な
要
素
で
あ
り
、社
会

の
在
り
方
を
つ
く
る
公
教
育

の
土
台
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。現
在
、幼
児
教

育
保
育
の
在
り
方
検
討
懇
話

会
で
の
先
進
地
視
察
や
地
域

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
積
み
重

ね
を
踏
ま
え
た
中
間
報
告
等
、

建
設
的
な
議
論
が
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。し

か
し
、就
労
形
態
や
育
児
休

業
等
の
在
り
方
に
よ
る
低
年

齢
児
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

や
地
域
間
格
差
の
是
正
、過

疎
地
と
都
市
部
で
の
保
育
事

情
の
違
い
、住
民
へ
の
情
報

共
有
や
問
題
解
決
に
向
け
て

の
具
体
的
施
策
立
案
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
あ
る
中
で
、

①
当
町
が
目
指
す「
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
」の
定
義・理

想
像
と
は
。

②
当
町
の
幼
児
教
育
・
保
育

施
設
の
現
状
と
課
題
は
。

③
現
状
を
踏
ま
え
た
幼
児
教

育
保
育
環
境
の
整
備
計
画
と

中
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
。

　

幼
児
教
育
保
育
の

本
質
は「
主
体
と
な

っ
て
生
き
て
い
く
力
」を
育

て
、周
囲
の
大
人
が
見
守
り

支
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
え
で

①
子
育
て
期
に
必
要
な
行
政

支
援
施
策
が
充
実
し
た
ま
ち
。

安
心
し
て
幸
せ
な
暮
ら
し
が

描
け
、人
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
な
が
ら
、子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
見
守
れ
る
ま

ち
だ
と
考
え
ま
す
。

②
施
設
の
老
朽
化
を
踏
ま
え

て
の
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
。保

育
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と
と
も

に
幼
稚
園
入
園
者
の
減
少
、

保
育
士
不
足
も
大
き
な
問
題

と
捉
え
て
い
ま
す
。

③
国
・
県
・
町
の
連
携
を
強
め
、

現
状
の
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
と
と
も
に
幼
児
教
育
保
育

の
在
り
方
検
討
懇
話
会
で
の

答
申
結
果
を
も
と
に
、早
期

に
方
向
性
を
示
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
次
代
の
ま
ち
づ
く

り
と
歴
史
が
共
鳴
し

て
い
け
る
町
。有
形
無
形
の

文
化
、本
町
の
美
し
い
文
化

財
や
歴
史
的
景
観
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
日
野
町
の
ス
ト
ロ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
認
識

し
、可
視
化
を
行
い
、内
外
に

向
け
強
く
発
信
を
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

町
内
二
〇
代
～
四
〇
代
の

方
々
に「
ま
ち
の
文
化
」に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

多
く
の
ご
意
見
を
頂
い
た
中

で①
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
文

化
継
承
の
大
切
さ
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

②
各
課
や
関
係
機
関
、他
分

野
等
が
連
携
し
た
取
り
組
み

の
状
況
は
。

③
若
者・子
育
て
世
代
の「
文

化
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
」

へ
の
関
心
度
や
現
状
へ
の
捉

え
方
。ま
た
新
た
な
視
点
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
。

　

①
町
固
有
の
祭
り

や
行
事
。衣
食
住
な

ど
の
暮
ら
し
や
歴
史
的
な
建

物
、地
域
に
根
差
し
た
芸
術

活
動
な
ど
は
、先
人
が
豊
か

な
自
然
と
長
い
歴
史
の
中
で

育
ん
で
き
た
貴
重
な「
ま
ち

の
た
か
ら
」で
あ
り「
日
野
を

日
野
た
ら
し
め
て
い
る
」も

の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

②
観
光
振
興
、町
並
み
保
全

や
空
家
の
活
用
。食
文
化
や

ふ
る
さ
と
学
習
。防
災
・
防
犯

や
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
な
ど
、各
課
の
繋
が
り

を
意
識
し
、図
書
館
、学
術
機

関
や
観
光
協
会
等
と
も
連
携

を
図
り
進
め
ま
す
。

③
若
い
世
代
の
人
口
減
少
や

仕
事
・
子
育
て
に
よ
る
多
忙

さ
の
影
響
に
よ
り
祭
礼
行
事

や
文
化
財
事
業
へ
の
参
画
が

減
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

か
ら
文
化
を
通
じ
た
ま
ち
づ

く
り
へ
の
関
心
に
希
望
を
感

じ
、新
た
な
視
点
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
進
め
ま
す
。

豊
か
な
文
化
を
次
代
に
繋
げ
る
た
め
に

福永 晃仁 議員

次
ペ
ー
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は
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「子育てにやさしい町、こどもまんなかの日野町」に
日野町幼児教育在り方検討懇話会、答申後　
　　　　　　　　スピード感を持って、今後の方針示していく

　
町
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
、今
や
国

や
県
に
お
い
て
も「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
」の
実
現
に

向
け
、少
子
化
対
策
に
一
石

を
投
じ
る
動
き
で
す
。

　
日
野
町
に
お
い
て
も
、子

育
て
支
援
施
策
が
当
初
予
算

か
ら
組
み
込
ま
れ
て
は
い
る

も
の
の
、実
際
の
取
り
組
み

が「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」に
な

っ
て
い
る
と
は
思
え
て
こ
な

く
、町
の
情
報
発
信
力
も
弱

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消

や
幼
稚
園
の
入
園
者
数
の
減

少
、施
設
の
老
朽
化
対
策
、慢

性
的
な
保
育
士
不
足
な
ど
解

決
へ
の
道
の
り
は
道
半
ば
、

子
育
て
に
や
さ
し
い
町
に
は

ほ
ど
遠
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら「
日
野
町
幼
児

教
育
・
保
育
の
在
り
方
検
討

懇
話
会
」が
開
催
さ
れ
、今
年

は
先
進
地
視
察
に
も
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。懇
話
会
の

状
況
、施
設
の
再
編
な
ど
を

伺
い
、日
野
町
の
出
産
、子
育

て
を
応
援
す
る「
日
野
町
、子

育
て
応
援
宣
言
」を
提
唱
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

懇
話
会
で
は
、最

終
答
申
を
令
和
５
年

度
中
に
行
う
た
め
、先
進
地

視
察
の
好
事
例
か
ら
学
び
、

日
野
な
ら
で
は
の
実
情
に
合

っ
た
幼
児
教
育
保
育
環
境
の

提
起
を
し
、再
度
住
民
の
方

か
ら
ご
意
見
を
徴
収
し
提
言

し
て
い
き
ま
す
。

　

各
幼
児
教
育
施
設
は
、園

児
数
が
不
足
し
、保
育
園
に

お
い
て
は
保
育
士
数
が
不
足

し
た
状
態
で
の
園
運
営
か
ら

改
善
を
考
え
る
と
、保
護
者

や
保
育
士
の
声
を
踏
ま
え
、

適
正
な
集
団
規
模
が
確
保
で

き
る
よ
う
、再
編
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

町
長
か
ら
は「
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
方
針
を
示
し
て

い
く
」「
宣
言
の
こ
と
も
し
っ

か
り
情
報
発
信
し
て
い
く
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
農
業
を
誰

が
引
き
受
け
る
の
か
。

少
子
高
齢
化
の
波
が
、町
の

農
業
の
存
続
に
も
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
町
が
抱
え
て
い
る
農
地
は
、

面
積
が
小
さ
い
中
山
間
地
で

の
農
地
が
多
く
、手
間
と
労

力
を
要
し
て
い
ま
す
。そ
れ

で
も
先
祖
か
ら
引
き
継
い
だ

農
地
を
守
ろ
う
と
、集
落
営

農
組
織
な
ど
で
、必
死
で
頑

張
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　
国
は
、今
年
４
月
に
施
行

し
た「
改
正
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
」に
基
づ
き
、令

和
７
年
３
月
ま
で
に「
地
域

計
画
」の
作
成
を
求
め
て
い

ま
す
。こ
の「
地
域
計
画
」は
、

農
地
１
筆
ご
と
に
10
年
後
の

「
担
い
手
」を
ど
う
し
て
い
く

の
か
、地
域
で
話
し
会
っ
て

「
農
地
地
図
」に
目
標
を
落
と

し
込
み
、農
地
の
集
約
を
進

め
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の「
人・農
地
プ

ラ
ン
」に
目
標
地
図
が
追
加

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、元
々

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を
策
定

し
て
い
な
い
集
落
や
、小
規

模
な
集
落
営
農
組
織
も
多
数

存
在
し
ま
す
。町
は
こ
の「
地

域
計
画
」を
ど
の
よ
う
に
し

て
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、進
め
る
に
は
職
員
の
増

強
も
必
要
で
は
な
い
か
と
伺

い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、昨
年
度

か
ら
会
議
や
農
業
組

合
長
会
議
で
の
周
知
、複
数

集
落
で
の
説
明
会
を
開
催
し
、

推
進
に
向
け
て
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。今
年

度
は
、町
と
関
係
機
関
に
よ

る「
日
野
町
地
域
計
画
検
討

会
」を
設
置
し
、策
定
に
向
け

た
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。町
内
に
は
約
60
の

農
業
組
合
が
あ
り
、人
・
農
地

プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
て
い
な

い
約
40
の
農
業
組
合
で
は
初

め
て
の
取
り
組
み
に
な
り
、

先
ず
は
丁
寧
な
説
明
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
は
、地
権
者
や
地
域
住
民

の
意
向
調
査
が
重
要
に
な
り
、

話
し
合
い
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で

出
た
意
見
を
尊
重
し
進
め
て

い
き
ま
す
。推
進
体
制
は
、10

月
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員

１
名
を
雇
用
す
る
予
定
で
す
。

農
業
の
こ
れ
か
ら
、地
域
計
画（
農
地
の
集
約
）の
策
定
は
？

す
べ
て
の
集
落
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、丁
寧
な
説
明
に
努
め
る

人・農地のみらいを考える

「地域計画」を作成しましょう！

①「地域計画」ってなに？

・地域での話し合いにより目指すべき将来の農業のあり方と農地利用

の姿を明確にする計画です。

・従来の人・農地プランに目標地図が追加されるイメージです。

・令和７年３月末までに市街化区域を除くすべての地域で作成する

必要があります。

・農地一筆ごとに、今後利用する農業者を示した地図です。

・農地の貸借の仕組みが変わり、目標地図に基づいて農地の貸借を

行うこととなります。

・農業者の減少が進む中で、農地を後世に残し、農業を効率的に営ん

でいくためには、今のうちから将来の農地利用について話し合い、

目指す姿を具体化することが重要です。

・この機会に、地域の農業の将来について話し合いましょう！

地域計画 ＝ 地域農業の将来のあり方 ＋ 目標地図

②「目標地図」ってなに？

③なぜ地域計画を作成するのですか？

～人・農地プランが「地域計画」に変わります～

山本 秀喜 議員

懇話会での先進地視察 
新潟県出雲崎町
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一 質般 問

交通安全対策（自転車）について　

　
歩
行
者
も
車
の
運

転
者
も
自
転
車
等
の

利
用
者
も
、交
通
事
故
の
な

い
安
全
安
心
生
活
は
皆
の
願

い
で
す
。

　
近
年
、全
国
で
は
自
転
車

が
加
害
事
故
と
な
る
事
故
で
、

高
額
な
損
害
賠
償
な
ど
の
事

例
が
発
生
し
て
お
り
、滋
賀

県
で
も
自
転
車
損
害
賠
償
保

険
等
へ
の
加
入
が
義
務
化
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
本
年
４

月
か
ら
全
て
の
自
転
車
利
用

者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努

力
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
内
に
お
け
る
自
転
車
事

故
は
前
年
に
比
べ
て
増
加
し

て
い
ま
す
。自
転
車
の
利
用

者
が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
行
政
と
し
て
も
啓
発
や

購
入
補
助
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。何
点
か
伺
う
。

①
町
の
自
転
車
に
よ
る
事
故

の
状
況
は
。

②
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
、

マ
ナ
ー
な
ど
の
啓
発
状
況
は
。

③
全
て
の
自
転
車
利
用
者
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力
義
務

化
に
対
応
し
て
、大
切
な
体

を
守
る
た
め
、町
と
し
て
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
購
入
補
助
は
で

き
な
い
か
。

①
令
和
４
年
度
中
に

日
野
町
で
発
生
し
た

自
転
車
事
故
は
４
件
で
す
。

②
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
、

マ
ナ
ー
等
の
啓
発
状
況
は
、

交
通
安
全
運
動
期
間
中
や
、

通
学
時
の
交
通
安
全
街
頭

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

小
・
中
学
校
、幼
稚
園
、保
育

園
等
に
お
い
て
、交
通
安
全

教
室
を
開
催
し
、自
転
車
の

安
全
な
乗
り
方
等
に
つ
い
て

指
導
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
町
で
は
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

購
入
補
助
の
予
定
は
し
て
い

な
い
。あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
、自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
重
要
性
、交

通
ル
ー
ル
、マ
ナ
ー
向
上
に

つ
い
て
東
近
江
警
察
署
と
連

携
し
て
啓
発
に
努
め
て
参
り

た
い
。

　
近
年
は
地
球
温
暖

化
が
進
ん
で
お
り
、

豪
雨
や
台
風
な
ど
の
気
象
現

象
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

日
頃
の
備
え
や
訓
練
と
と
も

に
、防
災
対
策
も
進
め
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。災

害
時
に
地
域
の
防
災
拠
点
と

な
る「
防
災
道
の
駅
」も
２
０

２
１
年
度
に
全
国
で
39
か
所

が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、「
道
の
駅
」は
周
辺
の
観

光
施
設
な
ど
と
連
携
さ
せ
て
、

観
光
資
源
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。一
部
事
例
に

お
い
て
は
、博
物
館
と
併
設

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。わ
が
町
の
特
徴
を
活
か

し
た「
道
の
駅
」を
推
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
町
の

見
解
を
伺
う
。

①「
防
災
道
の
駅
」に
つ
い
て

町
の
見
解
は
。

②
観
光
資
源
と
し
て
の「
道

の
駅
」に
つ
い
て
見
解
は
。

③
文
化
的
な
施
設
等
と
の
併

設
に
つ
い
て
見
解
は
。

④
わ
が
町
で
の「
道
の
駅
」へ

の
具
体
的
な
取
り
組
み
へ
の

お
考
え
は
。

①
「
防
災
道
の
駅
」

に
つ
い
て
は
応
援
物

資
の
提
供
や
被
災
者
救
助

等
、
迅
速
な
対
応
が
可
能
に

な
る
こ
と
か
ら
、
町
に
も
一

定
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
地
域

住
民
の
さ
ら
な
る
防
災
対
策

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
し

か
し
、選
定
さ
れ
る
為
に
は
、

都
道
府
県
が
策
定
す
る
防
災

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ

と
や
、
広
域
的
な
防
災
の
観

点
か
ら
の
視
点
が
必
要
。

②
近
年
の
道
の
駅
の
利
用
は

単
な
る
休
憩
と
い
う
よ
り

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
飲
食

や
農
産
物
直
売
所
、
売
店
で

の
土
産
品
の
購
入
を
目
的
と

し
て
お
ら
れ
る
方
が
多
い
。

ま
た
そ
の
地
域
の
名
所
や
文

化
施
設
、
観
光
情
報
を
得
る

手
段
の
方
も
多
い
。
地
域
振

興
や
観
光
資
源
の
観
点
か
ら

も
有
効
な
施
設
で
あ
る
。

③
全
国
に
は
地
域
の
特
徴
を

生
か
し
た
様
々
な
「
道
の

駅
」
が
あ
り
、
文
化
的
な
施

設
等
と
の
併
設
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。

④
ど
の
よ
う
に
地
域
振
興
に

繋
げ
て
い
く
か
が
課
題
に
な

っ
て
お
り
、
当
町
に
お
い
て

は
、
現
時
点
で
具
体
的
な

「
道
の
駅
」
の
計
画
は
な
い

が
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と

な
る
よ
う
な
「
道
の
駅
」
に

つ
い
て
、
引
続
き
研
究
し
て

い
き
た
い
。

交通ルールやマナー向上の啓発に努める

�「
道
の
駅
」の
計
画
は
な
い
が
、引
続
き
研
究
し
た
い

中西 佳子 議員

「
道
の
駅
」「
防
災
道
の
駅
」に
つ
い
て
町
の
見
解
は
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現時点では廃止撤回を求めることは考えていない

健康保険証の廃止をめぐる動きについて

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
続
発
し
て
い
ま
す

が
、政
府
は
来
年
秋
に
現
行

の
健
康
保
険
証
を
廃
止
す
る

方
針
で
す
。

　
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、共

同
通
信
が
７
月
、全
国
の
市

区
町
村
長
１
，７
４
１
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、79

％
の
回
答
が
あ
り
、そ
の
結

果
が
８
月
２
日
付『
京
都
新

聞
』に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。県

内
で
は
19
市
町
中
11
市
町
の

首
長
が
回
答
し
、日
野
町
な

ど
３
市
５
町
は「
未
回
答
」と

報
じ
て
い
ま
す
。（
当
該
記
事

利
用
許
可
済
み
）

（
1
）「
未
回
答
」に
な
っ
た
理

由
、経
緯
を
伺
う
。

（
2
）全
国
で
は
、「
予
定
通
り

廃
止
す
べ
き
」が
29
％
、「
廃

止
時
期
の
延
期
ま
た
は
撤

回
」が
合
わ
せ
て
43
％
と
報

じ
ら
れ
て
い
る
が
堀
江
町
長

の
回
答
を
伺
う
。

（
3
）こ
の
間
、日
野
町
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発

行
、紐
付
け
、健
康
保
険
証
廃

止
に
つ
い
て
な
ど
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
は
な
か
っ
た
か
。

（
1
）緊
急
に
実
施
さ

れ
た
も
の
で
期
限
内

に
回
答
で
き
ず「
未
回
答
」と

な
っ
た
。

（
2
）マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
健
康

保
険
証
の
一
体
化
に
つ
い
て

は
、国
民
の
不
安
を
払
拭
す

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い

る
。現
時
点
で
は
、撤
回
を
求

め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

（
3
）一
般
的
な
問
い
合
わ
せ

は
あ
る
が
、ト
ラ
ブ
ル
は
な

い
。

 

三
日
月
知
事
は
７

月
の
県
首
長
会
議

で
、子
ど
も
医
療
費
助
成
に

高
校
生
世
代
を
加
え
る
方
針

を
示
し
ま
し
た
。共
産
党
は

18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
完
全

無
料
化
を
要
望
し
町
議
団
で

も
首
長
会
議
に
先
立
ち
、町

長
に「
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
に
関
す
る
緊
急
申
し
入

れ
」を
行
い
ま
し
た
。

（
1
）県
案
を
町
長
は
ど
う
評

価
し
て
お
ら
れ
る
か
。

（
2
）高
校
生
世
代
は
通
院
費

も
助
成
さ
れ
、一
歩
前
進
で

あ
る（
資
料
参
照
）。自
己
負

担
部
分
は
ど
う
な
る
か
。

（
3
）福
祉
医
療
給
付
費
の
う

ち
県
が
２
分
の
１
助
成
の
重

度
者
、町
単
独
助
成
の
対
象

者
の
数
を
伺
う
。ま
た
県
助

成
の
拡
充
は
。

（
1
）一
定
前
進
だ

が
、市
町
ご
と
の
違

い
が
あ
る
中
で
十
分
な
協
議

が
必
要
。

（
2
）現
在
の
町
の
医
療
費
助

成
に
自
己
負
担
が
な
い
こ
と

を
踏
ま
え
つ
つ
、検
討
す
る
。

（
3
）県
事
業
対
象
の
重
度
心

身
障
が
い
児（
者
）は
１
５
１

人
、町
単
独
事
業
対
象
者
は

２
０
８
人
。全
国
一
律
の
助

成
実
施
を
要
望
し
て
い
く
。

子
ど
も
医
療
費
助
成（
福
祉
医
療
給
付
費
）の
拡
充
を

加藤 和幸 議員

市
町
の
違
い
が
あ
る
中
で
一
律
の
助
成
を
要
望
し
て
い
く

子ども・障がい者医療費助成（福祉医療給付費のうち）

18
～
20
歳

高
校
生
世
代

中
学
生

小
学
生

就
学
前

子ども医療費

現行
通院

個
人

個
人

町
が
独
自
に
助
成

県½

入院

町
独
自

県案
通院

個
人

県※1

町
が
独
自
に
助
成

県½

入院

母子父子
家庭

町
独
自

県　
　
が　
　
助　
　
成　
　
½

現
行

県
案

障がい児者
重度

身
体　
1・2
級

県½

県½

療
育　
A
1
A
2

精
神　
１
級

町
が
独
自
に
助
成

県※２

中軽度

身
体　
3
～
6
級

町
が
独
自
に
助
成

県※３

療
育
手
帳　
B　

精
神　
2・3
級

注.　1.県の助成は基本的に町と½ずつ。
　 　2. 令和5年度より日野町は高校生世代の入院費を全額助成。
　 　3. 母子父子家庭の18～20歳町独自助成は学生などのみ。
　 　4． 県※１は、県10/10。通院費500円/1診療、入院1000円/日は自己

負担。
　 　5． ※2.精神障害者保健福祉手帳１級所持者のみ。自己負担あり。
　 　6． ※3.は、身体3級･療育B･精神2級のうちの二種類以上所持者。自己

負担あり。
　 　7. この表は、『滋賀民報』7月30日号などをもとに加藤が作成。

「
健
康
保
険
証
を
な
く
さ
な
い
で
！
」
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一 質般 問

令和６年度からの実施は困難な状況

病児保育の実施について

名
神
名
阪
連
絡
道
路
と
地
域
の
課
題

　
病
児
保
育
と
は
保

護
者
が
就
労
し
て
い

る
場
合
に
お
い
て
、児
童
が

病
気
に
か
か
り
自
宅
で
の
保

育
が
困
難
な
場
合
、一
時
的

に
そ
の
児
童
を
保
育
す
る
こ

と
で
、安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
を
整
備
し
児
童

福
祉
の
向
上
を
は
か
る
目
的

と
し
て
行
わ
れ
る
保
育
で
す
。

私
の
調
べ
た
と
こ
ろ
県
内
の

全
て
の
市
で
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲

良
町
、多
賀
町
は
彦
根
市
と

広
域
連
携
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。実
施
し
て
い
な
い
の

は
、日
野
町
と
竜
王
町
で
す
。

　
以
前
は
同
居
の
祖
父
母
に

頼
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
が
、

そ
の
よ
う
な
お
家
も
少
な
く

な
り
ま
し
た
。女
性
の
社
会

進
出
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

出
産
後
も
同
じ
会
社
で
正
社

員
の
ま
ま
働
き
続
け
る
お
母

さ
ん
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま

す
。ま
た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

と
し
て
子
育
て
に
奮
闘
さ
れ

て
い
る
保
護
者
の
方
も
お
ら

れ
ま
す
。女
性
だ
か
ら
会
社

を
休
み
や
す
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
祖
父

母
に
お
い
て
も
年
金
支
給
開

始
が
65
歳
と
な
り
介
護
保
険

料
の
負
担
も
高
く
定
年
延
長

の
流
れ
と
相
ま
っ
て
、65
歳

越
え
て
も
働
き
続
け
て
お
ら

れ
る
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
ニ
ー
ズ
の

高
い
こ
の
事
業
は
子
育
て
世

代
に
絶
対
必
要
な
事
業
で
す
。

　
令
和
２
年
３
月
に
子
育
て

支
援
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ

そ
こ
に
令
和
６
年
に
ス
タ
ー

ト
す
る
よ
う
書
か
れ
て
い
ま

す
が
伺
い
ま
す
。

①
こ
の
事
業
計
画
は
実
施
に

向
け
て
準
備
が
進
ん
で
い
る

の
で
す
か
。

②
ど
の
よ
う
な
規
模
や
方
法

で
実
施
す
る
の
で
す
か
。

①
計
画
策
定
前
に
も

検
討
し
た
が
専
用
ス

ペ
ー
ス
や
看
護
師
の
確
保
が

厳
し
く
実
施
困
難
な
状
況
で

す
。広
域
連
携
も
実
質
的
に

厳
し
く
困
難
な
状
況
で
す
。 

②
子
育
て
環
境
も
大
き
く
変

わ
っ
て
お
り
近
隣
市
町
で
利

用
で
き
る
施
設
の
紹
介
を
行

う
ほ
か
効
率
的
で
利
用
し
や

す
い
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

　
日
野
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
７

月
12
日
、こ
の
道
路
の
概
要

と
活
動
報
告
が
２
０
２
２
年

５
月
２
日
発
表
の
も
の
を
更

新
す
る
形
で
発
信
さ
れ
て
い

ま
す
。連
絡
道
路
計
画
の
実

施
主
体
は
日
野
町
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、そ
の
ル
ー
ト
帯

は
近
隣
各
市
町
や
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
微
妙
な
違
い
が

あ
る
も
の
の
、概
ね
名
神
八

日
市
イ
ン
タ
ー
よ
り
国
道

３
０
７
号
の
西
側
か
ら
日
野

町
南
部
を
通
過
す
る
よ
う
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
県
に
よ
る
進
捗
状
況
で
は
、

第
１
回
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が

終
わ
り
、意
見
整
理
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
。今
後
は
も

う
少
し
狭
い
ル
ー
ト
帯
の
検

討
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
一
方
、わ
が
地
区
で
は
、大

型
車
両
の
通
行
に
よ
り
特
に

子
供
た
ち
の
通
学
時
の
交
通

事
故
へ
の
不
安
が
あ
り
、朝

夕
の
交
通
渋
滞
も
ひ
ど
い
状

態
で
、県
道
日
野
徳
原
線
で

は
横
断
歩
道
で
も
安
心
し
て

渡
れ
な
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
道
路
計
画
が
地
域
の

課
題
を
解
決
し
、「
多
大
な
好

況
」を
も
た
ら
せ
ば
い
い
の

で
す
が
、町
が
地
域
住
民
の

声
を
吸
い
上
げ
県
と
の
仲
立

ち
を
積
極
的
に
行
わ
な
い
と
、

地
域
の
地
理
的
分
断
、住
民

同
士
の
心
の
分
断
、騒
音
の

心
配
、さ
ら
な
る
交
通
の
渋

滞
を
起
こ
す
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

①
今
後
、県
と
町
の
調
整
が

始
ま
る
と
思
い
ま
す
が
関
係

区
長
会
等
と
の
地
域
の
意
見

聴
取
、ま
た
地
域
住
民
の
意

見
を
反
映
す
る
手
立
て
を
役

場
が
率
先
し
て
行
っ
て
ほ
し

い
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

ま
す
か
。

②
既
存
の
道
路
計
画
の
県
道

土
山
蒲
生
近
江
八
幡
線
拡
幅

計
画
は
、既
に
用
地
測
量
業

務
の
説
明
会
が
始
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
。

利
用
価
値
の
高
い
道
路
と
考

え
ま
す
が
、連
絡
道
路
計
画

に
関
わ
ら
ず
推
進
し
て
い
く

の
で
す
か
。

③
日
野
東
部
地
区
広
域
農
道

は
残
す
と
こ
ろ
西
大
路
地

区
の
み
と
な
っ
た
が
、国
道

３
０
７
号
の
機
能
を
補
完
す

る
と
い
う
位
置
づ
け
は
変
わ

ら
な
い
で
す
か
。

①
国
と
県
と
の
協
議

が
整
え
ば
県
が
住
民

説
明
会
を
予
定
さ
れ
て
お
り

関
係
集
落
の
皆
さ
ん
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
町
か
ら

要
望
し
て
い
く
が
現
状
具
体

的
な
も
の
は
無
く
、情
報
収

集
に
努
め
動
向
を
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

②
③
県
道
土
山
蒲
生
近
江
八

幡
線
、日
野
東
部
農
道
と
も

に
国
道
３
０
７
号
の
東
の
バ

イ
パ
ス
と
し
て
当
初
の
位
置

付
け
ど
お
り
進
め
て
い
き
ま

す
。

柚木 記久雄 議員

ル
ー
ト
帯
の
情
報
収
集
に
努
め
県
の
動
向
に
注
視
す
る

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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町に大きな財政負担を伴い、慎重に判断していく必要がある

給食費の無償化について

①
日
野
町
と
し
て
、

給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

②
今
年
度
日
野
町
で
小
・
中

学
校
へ
通
う
子
供
さ
ん
の
共

通
教
材
費
は
い
く
ら
か
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

③
新
た
に
考
え
て
お
ら
れ
る

就
学
支
援
制
度
の
有
無
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

①
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
き
ま
し
て
は
、

滋
賀
県
内
に
お
き
ま
し
て

も
、
給
食
費
の
無
償
化
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

給
食
費
を
無
償
化
し
た
場
合

に
は
、
町
に
大
き
な
負
担
を

伴
い
、
経
常
経
費
と
な
る
こ

と
か
ら
、
慎
重
に
判
断
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。日
野
町
の
学
校
給
食
は
、

直
営
に
よ
る
自
校
方
式
で
実

施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
地
産
地
消
を

進
め
る
と
と
も
に
、
安
心
安

全
で
お
い
し
い
給
食
の
提
供

が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。

②
小
・
中
学
校
へ
通
う
保
護

者
が
負
担
す
る
教
材
費
に
つ

き
ま
し
て
は
、
小
学
校
に
つ

い
て
は
学
校
、
学
年
に
よ
り

異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
概
ね

毎
月
１
，０
０
０
円
か
ら
２
，

０
０
０
円
程
度
の
ご
負
担
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
中
学
校

に
つ
い
て
は
、
全
学
年
一
律

に
１
１
，
０
０
０
円
の
ご
負

担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

③
新
た
な
就
学
支
援
制
度
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
は
経

済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学
困

難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
て
国
が
示

す
単
価
を
参
考
に
必
要
な
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

新
た
に
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
判

断
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

①
日
野
町
奨
学
金
返

還
支
援
制
度
で
補
助

を
受
け
ら
れ
る
対
象
者
に
正

規
職
員
と
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
理
由
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

②
現
行
予
算
で
は
、
5
人
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
希

望
者
が
６
人
以
上
の
場
合
は

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の

か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

③
滋
賀
県
の
保
育
士
等
奨
学

金
返
還
制
度
の
活
用
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
方
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

①
日
野
町
就
学
金
返

還
支
援
制
度
の
対
象

者
を
正
規
雇
用
さ
れ
て
い
る

者
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
の
制
度
が
日

野
町
へ
の
、
定
住
や
地
域
社

会
を
担
う
人
材
確
保
を
目
的

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
正
規

雇
用
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
い
ま
す
。

②
予
算
措
置
を
し
て
い
る
以

上
に
制
度
の
希
望
者
が
あ
っ

た
場
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、

基
本
的
に
は
補
正
予
算
な
ど

に
よ
り
対
応
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

③
当
事
業
は
、
県
内
に
お
け

る
保
育
士
の
確
保
を
図
る
た

め
、県
と
市
町
が
協
力
し
て
、

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た

保
育
士
の
確
保
対
策
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
町
他
市
町

に
お
い
て
も
共
通
す
る
事
項

で
あ
り
、
今
後
の
保
育
士
の

育
成
に
お
い
て
重
要
な
対
策

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を

活
用
で
き
る
こ
と
で
、
保
育

士
を
目
指
そ
う
と
す
る
若
者

の
就
労
へ
の
き
っ
か
け
と
な

り
、
様
々
な
学
び
の
場
に
お

い
て
、
質
の
高
い
専
門
的
知

識
の
習
得
が
可
能
と
な
り
、

ひ
い
て
は
、
保
育
士
全
体
の

質
の
向
上
に
も
関
わ
っ
て
く

る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
ま
し

て
も
、
今
後
一
層
の
制
度
周

知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

奨
学
金
返
還
制
度
に
つ
い
て

松田 洋子 議員

定
住
や
地
域
社
会
を
担
う
人
材
確
保
を
目
的
と�
�

し
て
い
る
の
で
正
規
雇
用
が
対
象
　

保
育
士
等
奨
学
金
返
還
制
度
に
は
、�
�

今
後
一
層
の
制
度
の
周
知
に
努
め
る
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一 質般 問

正直なところ24区画売り切ることに精一杯だった

西大路宅地整備事業はもっと工夫できたのでは？

　
日
野
町
西
大
路
に

お
け
る
宅
地
整
備
事

業
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
令

和
５
年
８
月
４
日
を
も
ち
ま

し
て
、コ
ス
モ
ス 

ラ
ー
ラ
西

大
路
全
24
区
画
の
契
約
・
引

き
渡
し
が
完
了
し
ま
し
た
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。大
変

あ
り
が
た
い
結
果
だ
。

　
だ
が
今
回
は
、西
大
路
に

新
築
を
建
て
た
い
人
が
い
る

と
い
う
仮
説
と
、文
化
的
な

つ
な
が
り
を
取
り
除
け
ば
住

ん
で
く
れ
る
と
い
う
仮
説
を

ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
試
み
た
結
果

と
な
っ
た
。日
野
が
日
野
た

る
所
以
は
文
化
で
あ
り
大
切

に
し
た
い
と
い
う
町
の
方
針

と
矛
盾
し
た
施
策
に
も
み
え

る
。地
域
経
済
循
環
や
文
化

的
関
り
の
側
面
な
ど
、も
っ

と
工
夫
で
き
た
の
で
は
な
い

か
？
議
会
の
付
帯
決
議
は
ど

う
な
っ
た
？

　

24
区
画
売
り
切
る

こ
と
に
精
一
杯
だ
っ

た
の
で
、正
直
な
と
こ
ろ
ホ

ッ
と
し
て
い
る
。売
る
こ
と

に
一
生
懸
命
で
他
に
手
が
及

ん
で
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思

う
。

　

滋
賀
県
土
地
開
発
公
社
は

特
定
の
業
者
と
連
携
し
な
い

や
り
方
だ
っ
た
の
で
、地
元

業
者
と
の
つ
な
が
り
を
う
ま

く
す
す
め
て
い
け
な
か
っ
た
。

　

議
会
の
付
帯
決
議
に
つ
い

て
、平
和
堂
跡
地
と
の
連
携

は
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
の

で
、こ
れ
か
ら
総
括
し
て
い

き
た
い
。

　

空
き
家
利
活
用
は
、行
政

が
不
得
手
な
部
分
も
多
い
。

得
手
不
得
手
を
ふ
ま
え
、民

間
活
力
と
の
連
携
で
循
環
を

模
索
し
て
い
き
た
い
。

　
令
和
5
年
4
月
1

日
こ
ど
も
基
本
法
が

施
行
さ
れ
た
。中
で
も
第
11

条
で
は「
国
及
び
地
方
公
共

団
体
は
、こ
ど
も
施
策
を
策

定
し
、実
施
し
、及
び
評
価
す

る
に
当
た
っ
て
は
、当
該
こ

ど
も
施
策
の
対
象
と
な
る
こ

ど
も
又
は
こ
ど
も
を
養
育
す

る
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。」と
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
は
、こ
ど
も
施
策
へ
の
こ

ど
も
や
若
者
の
意
見
反
映
の

義
務
付
け
と
と
ら
え
ら
れ
て

お
り
、地
方
行
政
の
施
策
に

大
き
く
関
連
し
て
く
る
も
の

と
考
え
る
。

　
今
ま
で
の
人
権
施
策
と
ど

う
違
う
の
か
？
意
見
反
映
に

提
案
型
協
働
事
業
が
適
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？
小
中

高
と
少
し
ず
つ
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
す
る
プ
レ
ゼ
ン
大
会
が
あ

っ
て
も
い
い
の
で
は
？

　

こ
ど
も
基
本
法
は

社
会
や
歴
史
の
変
わ

り
目
で
は
な
い
か
と
思
う
。

親
を
通
し
た
施
策
で
は
な
く

直
接
子
ど
も
を
対
象
に
し
て

い
る
。

　

提
案
型
協
働
事
業
は
共
に

考
え
る
だ
け
で
な
く
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
も

大
き
な
役
割
に
な
る
と
思
う
。

　
「
日
野
町
を
ど
ん
な
街
に

し
た
い
か
考
え
る
」学
習
を

し
て
い
る
の
で
、小
中
学
校

が
取
り
組
み
を
共
有
し
て
、

高
校
と
も
校
種
を
ま
た
い
だ

取
り
組
み
に
高
め
て
い
け
た

ら
良
い
と
思
う
。

　

納
涼
祭
や
運
動
会
な
ど
、

子
ど
も
が
参
画
す
る
機
会
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
。

　

子
ど
も
が
学
習
し
た
こ
と

を
家
の
人
に
伝
え
る
こ
と
も

大
切
だ
と
思
う
。

　

意
見
の
反
映
と
い
う
意
味

で
は
、対
象
者
や
関
係
者
の

意
見
を
聞
く
こ
と
は
非
常
に

大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

野矢 貴之 議員

こ
ど
も
基
本
法
は
な
ぜ
制
定
さ
れ
た
？

子
ど
も
の
幸
福
や
発
展
の
た
め
の
法
的
保
障
だ
と
考
え
る

日野町は工務店ネットワーク
が強く、地元行事への貢献度も
高い

おとなやこどもの区別なく、
当事者・受益者・関係者と話し合って決めよう！
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集落機能維持に向け各課が連携し支援していきたい

農村型地域運営組織（農村RMO）への
　　　　　　　　　　　　　伴走支援を問う

　
現
在
全
国
１
１
９

市
町
村
が
認
定
を
受

け
て
い
る
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
だ
が
、県
内
で
は

７
月
に
認
定
を
受
け
た
米
原

市
を
は
じ
め
、草
津
市
、甲
賀

市
、近
江
八
幡
市
、高
島
市
、

多
賀
町
、長
浜
市
、守
山
市
、

栗
東
市
と
既
に
９
市
町
が
認

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
日
野
町
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
は
、町
が
取
り
組

む
目
標
や
、そ
の
具
体
内
容

を
記
載
し
た
文
化
財
の
保

存
・
活
用
に
関
す
る
基
本
的

な
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
で

あ
り
、日
野
町
総
合
計
画
の

文
化
財
版
と
も
言
え
る
、町

の
文
化
財
政
策
に
お
け
る
最

重
要
計
画
で
す
。

　
現
在
、令
和
６
年
度
の
文

化
庁
認
定
を
目
指
し
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
進
捗
と
、認
定
後
の
町

の
取
組
み
、各
字
や
文
化
財

所
有
者
と
の
連
携
に
つ
い
て

問
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

　

本
年
６
月
に
３
回

目
の
日
野
町
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
協
議
会
を
実
施

し
、歴
史
文
化
の
特
徴
、将
来

像
、方
針
、措
置
等
に
つ
い
て

協
議
し
た
。ま
た
町
内
７
地

区
公
民
館
で「
日
野
の
た
か

ら
大
発
掘
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」を
開
催
し
、２
０
８
名
の

方
か
ら
次
世
代
に
伝
え
た
い

文
化
財
、そ
の
保
存
継
承
に

つ
い
て
声
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
。今
後
10
月
と
来
年

１
月
に
も
協
議
会
を
実
施
し
、

年
度
末
に
素
案
を
ま
と
め
る

予
定
で
あ
る
。ま
た
、平
成
27

年
度
に
刊
行
し
た「
ふ
る
さ

と
日
野
の
歴
史
」編
さ
ん
事

業
は
一
旦
区
切
り
を
付
け
て

い
る
が
、町
史
の
記
録
、調
査
、

研
究
事
業
は
引
き
続
き
実
施

す
る
。

　

ま
た
生
活
に
根
差
し
た
文

化
も
日
野
の
た
か
ら
と
し
て
、

今
後
も
聞
き
取
り
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
掘
り
起

こ
し
を
継
続
し
、地
域
の
皆

さ
ん
と
共
有
し
て
い
き
た
い
。

　

先
に
質
問
い
た
だ
い
た
農

村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
に
お
い
て
も
、そ

の
中
で
農
村
の
景
観
や
祭
礼
、

芸
能
、食
文
化
な
ど
生
活
に

根
差
し
た
文
化
財
に
つ
い
て
、

各
Ｒ
Ｍ
Ｏ
間
で
の
連
携
な
ど

も
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。　

協
議
会
を
通
じ
今
年
度
末
に
素
案
を
ま
と
め
る
予
定

　
高
齢
化
・
人
口
減

少
の
進
行
に
よ
り
、

日
野
町
で
は
農
業
生
産
活
動

や
集
落
活
動
の
実
施
の
み
な

ら
ず
、地
域
資
源（
農
地
・
水

路
等
）の
保
全
や
生
活（
子
育

て
・
買
い
物
・
通
院
等
）な
ど

の
集
落
維
持
に
必
要
な
機
能

も
、全
般
的
に
弱
体
化
し
て

き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
現
実

に
直
面
し
て
い
る
状
況
で
は
、

農
家
、非
農
家
が
一
体
と
な

り
、生
産
、生
活
扶
助
、資
源

管
理
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能

を
維
持
・
強
化
す
る
こ
と
が

早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、農
村
型
地
域
運
営

組
織（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）の
形
成

に
つ
い
て
、昨
年
の
３
月・６

月・９
月
議
会
に
続
き
、町
の

伴
走
支
援
体
制
、県
の
支
援

体
制
、日
野
町
が
目
指
す
農

村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
姿
を
問
い
ま
す
。

（
町
長
・
農
林
課
・
企

画
振
興
課
）

　

日
野
町
の
よ
う
な
中
山
間

地
域
で
は
、従
来
の
集
落
自

治
会
単
位
か
ら
、よ
り
広
域

的
な
範
囲
で
、農
家
、非
農
家

が
一
体
と
な
っ
た
資
源
管
理
、

農
業
振
興
、生
活
支
援
へ
の

取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

地
域
の
複
数
自
治
会
、組
織
、

団
体
な
ど
が
地
域
経
営
を
行

う
視
点
に
立
ち
、将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
計
画
し
、実
行
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

県
の
農
林
部
局
、観
光
部

局
、住
宅
部
局
等
も
、連
携
し

て
Ｒ
Ｍ
Ｏ
へ
の
取
組
み
を
支

援
し
て
い
る
。町
と
し
て
も

農
林
課
、企
画
振
興
課
、長
寿

福
祉
課
な
ど
で
連
携
し
て
地

域
の
方
々
や
組
織
、団
体
と

話
を
進
め
て
い
き
た
い
。そ

の
中
で
情
報
の
提
供
や
学
習

の
機
会
づ
く
り
な
ど
に
努
め

た
い
。農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
は
日
野

町
の
集
落
機
能
維
持
に
と
っ

て
、大
変
有
効
な
組
織
と
な

る
と
考
え
て
い
る
。

後藤 勇樹 議員

 

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
策
定
作
業
の
進
捗
と 

今
後
の
取
組
み
は

「日野のたから大発掘ワークショップ」
に取組む皆さん
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一 質般 問

ことばのまめ知識

～議会だよりの中に出てくる難しい言葉や専門用語の解説～
鈴鹿西縁断層帯（P-2）…� �滋賀県東部の鈴鹿山脈西縁に分布する活断層帯で、米原市（旧・米原町）から、甲賀市

（旧・土山町）に至る断層帯。長さは約44ｋｍで、ほぼ南北方向に延びている断層。な
お、日野町では町の東部を南北に走っている。

Ａ Ｅ Ｄ 講 習（P-2）…� �ＡＥＤは日本語では「自動体外式除細動器」と言われる。この装置は呼吸や心拍が停
止した人に対して、装置のパットを胸に貼ることで、心臓の動きが異常か正常化か
を自動的に判断して、異常と判断した時は電流を流して電気ショックを与え、心肺
を蘇生させる装置のことで、この取り扱い方法に関しての講習のこと。

加 齢 性 難 聴（P-5）…� �加齢に伴って特に言葉の音が聞こえにくくなるタイプの難聴のこと。いわゆる年を
とって耳が遠くなる「老人性難聴」として日頃からなじみのある病気。

専　決　処　分（P-6）…� �本来、議会の議決・決定を経なければならない事柄について、地方公共団体の長が地
方自治法の規定に基づいて、議会の議決・決定の前に自ら処理することをいう。

支援について国、県へ働きかける

農業用燃料高騰対策について

西澤 正治 議員

　
秋
の
収
穫
期
を
迎

え
米
作
農
家
も
繁
忙

期
に
な
り
ま
し
た
が
、本
年

も
米
価
は
あ
ま
り
期
待
で
き

な
い
状
態
で
す
。し
か
し
な

が
ら
収
穫
作
業
に
使
用
す
る

農
機
具
類
の
燃
料
の
高
騰
は

続
い
て
い
ま
す
。政
府
が
石

油
元
売
り
会
社
に
支
給
さ
れ

て
い
る
補
助
金
は
９
月
末
に

切
れ
る
た
め
再
度
検
討
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
昨
年
９
月
の
軽
油
価
格
は

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
１
４
５
円
、

灯
油
は
99
円
、本
年
８
月
の

価
格
は
軽
油
１
６
０
円
、灯

油
は
１
２
０
円
と
厳
し
い
価

格
高
騰
で
未
だ
に
高
止
ま
り

が
き
か
な
い
状
態
で
す
。本

年
も
昨
年
に
続
き
再
考
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

現
在
も
物
価
高
騰

が
続
い
て
お
り
、農

業
者
を
は
じ
め
、民
間
企
業

や
生
活
者
全
て
が
そ
の
影
響

を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

　

昨
年
実
施
し
ま
し
た
燃
油

高
騰
対
策
緊
急
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、農
家
の
費
用
負

担
軽
減
に
寄
与
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

同
内
容
で
の
実
施
は
財
源

等
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

す
ぐ
に
結
論
を
出
す
こ
と
は

難
し
い
状
況
で
す
が
、支
援

に
つ
い
て
国
、県
に
働
き
か

け
る
と
と
も
に
、近
隣
市
町

の
情
報
収
集
に
努
め
、研
究

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
道
西
大
路
鎌
掛

線
、県
道
西
明
寺
安

部
居
線
、主
要
地
方
道
土
山

蒲
生
近
江
八
幡
線
は
す
で
に

用
地
測
量
業
務
に
着
手
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
道
路
整
備
と
共

に
昨
年
４
月
、名
神
名
阪
連

絡
道
路
が
重
要
物
流
道
路
の

候
補
路
線
に
指
定
さ
れ
、本

年
４
月
に
全
線
が
計
画
区
間

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。順
調

に
計
画
が
進
ん
で
も
完
成
ま

で
に
20
年
以
上
先
の
事
で
す

が
、計
画
的
な
方
線
は
今
後

４
年
の
間
に
決
定
さ
れ
る
よ

う
で
す
。日
野
町
も
あ
ら
か

じ
め
通
過
予
定
地
を
見
据
え

て
、乗
り
入
れ
地
点
の
周
囲

の
道
路
、建
築
物
等
を
調
べ

計
画
立
案
を
と
思
い
ま
す
が

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

名
神
名
阪
連
絡
道

路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、滋
賀
県
と
三
重
県
の

両
県
が
整
備
手
法
等
を
含
め

国
と
協
議
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、か
な
り
の
時
間
を
要
し

て
い
る
た
め
、ル
ー
ト
案
の

提
示
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
ル
ー
ト
案
提
示
の
前

に
、町
と
し
て
の
ル
ー
ト
案

を
検
討
し
県
に
働
き
か
け
る

必
要
性
も
あ
り
ま
す
が
、具

体
的
な
計
画
立
案
に
つ
い
て

は
、県
の
ル
ー
ト
案
に
よ
り

大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、提
示
後
に
進

め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

な
お
、今
後
、情
報
収
集
に

努
め
、国
、県
等
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

道
路
計
画
の
構
想
に
つ
い
て

県
の
ル
ー
ト
案
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、提
示
後
に
検
討
す
る

次
ペ
ー
ジ
は
▼

提
出
さ
れ
た
議
案
と
結
果
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町 長 提 出 議 案 結　果 福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤

＊
杉
浦

決 算 の 認 定 （ ９ 議 案 ）

令和４年度日野町一般会計歳入歳出決算

＊決算特別委員会で閉会中に継続審査
令和４年度一般会計他８会計の決算審査を行う
ため、11名の委員で構成する決算特別委員会が
設置され、閉会中の継続審査となりました。

▽委員長…西澤正治
▽副委員長…福永晃仁
▽委員… 谷口、松田、柚木、野矢、山本、髙橋、 

加 、後藤、中西

令和４年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

令和４年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算

令和４年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

令和４年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算

令和４年度日野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

令和４年度日野町西山財産区会計歳入歳出決算

令和４年度日野町水道事業会計決算

令和４年度日野町下水道事業会計利益の処分および決算

議 員 提 出 議 案 結　果 福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤

＊
杉
浦

特 別 委 員 会 の 設 置 （ １ 議 案 ）・ 選 挙 （ １ 件 ）

決算特別委員会の設置 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

決算特別委員会の委員の選任 選　任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

条 例 の 制 定 （ １ 件 ）

日野町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

請 願 の 審 査 （ ２ 件 ）

国に対し、「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を
求める意見書」の提出を求める請願書 継続審査

委員会の結果である「継続審査」とすること
に対して

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

加齢性難聴者への補聴器購入に公費助成制度の創設を
求める請願書 不採択 × × 〇 × × × × × 〇 〇 × × ／

意 見 書 の 決 議 （ １ 件 ）
名神名阪連絡道路の建設促進を求める意見書決議
◎提出者…後藤勇樹議員

決議 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

意見書決議の内容は、日野町ホームページ（議会）をご覧いただくか議会事務局までお問合せ下さい。
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提 出 さ れ た 議 案 と 結 果

＊
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

〇賛成　×反対

第６回定例会（９月１日～27日）
町 長 提 出 議 案 結　果 福

永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤

＊
杉
浦

人 事 （ ７ 議 案 ）

人権擁護委員の候補者の推薦
正親肇氏（迫）

適任と
認める 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町監査委員の選任
東源一郎氏（三十坪） 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町固定資産評価審査委員会委員の選任（２議案）
増田昌一郎氏（西大路）、畝田鉄也氏（村井）　　 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町公平委員会委員の選任
葊瀨眞弓氏（上野田）　 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町教育委員会委員の任命
村井優子氏（西大路） 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町西山財産区管理会財産区管理委員の選任
岩谷茂氏（内池）、池内俊宏氏（内池）、北西茂巳氏（猫田）、

﨑純士氏（別所）
原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

一 部 改 正 （ ３ 議 案 ）
日野町印鑑条例の一部を改正する条例
個人番号カードの機能を搭載した移動端末設備を用いた民
間端末機による印鑑登録証明書の交付の申請を可能とする
ための条例改正

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正
する条例
新型コロナウイルス感染症から住民の生命・健康を保護す
るための措置に係る作業に従事した町職員に対する特殊勤
務手当の特例を廃止するもの

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町都市公園条例の一部を改正する条例
有料公園施設「大谷公園プール」を廃止するための条例改
正

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

補 正 予 算 （ ３ 議 案 ）

一般会計（第３号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

国民健康保険特別会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

介護保険特別会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
の
う
ご
き
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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公　務　名 場　所 期　間 出　席　議　員

第41回
日野町消防団ポンプ操法訓練大会 来賓 桜谷小学校 7月2日

議長、副議長、
総務常任委員長、髙橋、
加 、後藤

市町村議会議員研修
「社会保障・社会福祉」 研修 全国市町村

国際文化研修所
7月3日
　～５日 野矢、加

市町村議会議員研修
「１年目議員のために」 研修 全国市町村

国際文化研修所
7月18日
　～20日 柚木

ダム・発電関係市町
滋賀県連絡協議会総会 構成員 多賀町中央公民館 7月21日 副議長

第58回滋賀県消防操法訓練大会
出場壮行会 来賓 日野消防署 7月30日

議長、副議長、
総務常任委員長、松田、
柚木、川東

市町村議会議員特別セミナー 研修 全国市町村
国際文化研修所

7月31日
～８月１日 柚木

議会運営・事務基礎研修会 研修 彦根勤労福祉会館 8月3日 福永、谷口、松田、柚木、
川東

氏郷まつり「夏の陣」2023 地域交流 日野町役場 8月5日 議員全員

日野町戦没者追悼式 式典 わたむきホール虹 8月20日 議員全員

消防協会日野支部夏季総合訓練 来賓 日野川ダムグラウンド 8月27日 議長、副議長、
総務常任委員長、野矢

町内立地主要企業・事業所代表者と
日野町長との懇談会 来賓 林業センター 8月29日 議長、

産業建設常任委員長

日野町総合防災訓練 来賓 必佐小学校 9月3日
議長、副議長、
総務常任委員長、福永、
松田

県道西明寺安部居線
改良促進同盟会総会 来賓 東桜谷公民館 9月5日 議長、髙橋、加 、

後藤
29回日野町長杯
親善ゲートボール大会 来賓 大谷公園スポーツ広場 9月7日 副議長

秋の全国交通安全運動街頭啓発 地域交流 町内 9月21日
　～30日 議員全員

桜谷小学校運動会 来賓 桜谷小学校 9月23日 髙橋、加 、後藤

西大路小学校運動会 来賓 西大路小学校 9月23日 野矢、山本

必佐小学校運動会 来賓 必佐小学校 9月23日 福永、松田、川東

全国町村議会広報研修会 研修 日経ホール 9月26日 福永、松田

第２回日野町国際親善協会理事会 構成員 防災センター研修室 9月26日 総務常任委員長

議員のうごき議員のうごき （令和５年７月１日～９月30日）

その他
通常公務として日野町議会定例会
一部事務組合　東近江行政組合議会／中部清掃組合議会
議長公務　約20件　　　などがあります。
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編
集
後
記

議 長

コ ラ ム

議会 
広報常任委員会
委員長　　髙橋源三郎
副委員長　松田　洋子
委員　　　福永　晃仁
委員　　　谷口　智哉
委員　　　柚木記久雄
委員　　　川東　昭男
委員　　　中西　佳子

議
長 

杉
浦 

和
人

子
ど
も
た
ち
の

そ
の
ま
た
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に

請願・陳情等の手引き 「議会だより」へのご意見を
お寄せください

　誰でも、町政などについて意見や要望などを
請願・陳情として町議会へ提出することができ
ます。
　詳しい手引きについては、日野町ホームペー
ジまたは二次元コードからご覧ください。

　皆さまからいただいたご意見を反映し、分か
りやすく・読まれる議会だよりにしていきます。
　二次元コードを読み取り入力してください。
また、メールや手紙、ハガキ等でもご意見を受
け付けています。宛先は、裏表紙の下をご覧く
ださい。

サイト内検索請願・陳情　

12
月
定
例
会（
本
会
議
）の
お
知
ら
せ【
予
定
】

　
12
月
１
日
（
開
会
・
提
案
説
明
）　　
　

　
　
　
13
日
（
質
疑
・
一
般
質
問
）・
14
日
（
一
般
質
問
）

　
　
　
25
日
（
採
決
・
閉
会
）

　
第
25
号
の『
議
会
だ
よ
り
』楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。町
民
の
皆
さ
ま
に
、ま
ず
は
手
に
取
っ

て
も
ら
い「
こ
れ
は
何
？
」と
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
よ
う

に
18
期
の
議
会
だ
よ
り
は
表
紙
を
横
向
き
に
し
て
み
ま

し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
は「
議
員
の
手
作
り
」で
す
。「
紙
面
の
充

実
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
の
か
」・「
も
う
少
し
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
」・「
文
字
ば
か
り
だ
と
読
み
づ
ら

い
」な
ど
の
意
見
が
出
て
き
て
い
ま
す
。議
会
広
報
常
任

委
員
会
で
十
分
に
議
論
し
て
、改
善
す
る
と
こ
ろ
は
改

善
し
、こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
み
や
す
い

広
報
誌
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
松
田　
洋
子
）

　

利
用
者
の
極
端
な
減
少
に
よ
る「
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の

あ
り
方
」の
問
題
や
、運
転
手
不
足
に
よ
る「
バ
ス
路
線

廃
止
」が
全
国
各
地
で
顕
在
化
し
て
い
る
中
、日
野
町
で

は
今
年
３
月「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」実
証
実
験
が
ス
タ
ー

ト
し
、ま
た
、町
外
へ
の
移
動
手
段
で
あ
る
近
江
鉄
道
は

来
年
４
月「
上
下
分
離
」に
移
行
し
ま
す
。こ
の「
上
下
分

離
」に
必
要
な
事
業
費
が
今
般
、法
定
協
議
会
か
ら
示
さ

れ
ま
し
た
が
、日
野
町
を
は
じ
め
沿
線
市
町
に
大
き
な

負
担
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
は「
車
を
運
転
で
き
な
い
高
校
生
や
高
齢
者
の
た

め
、ま
た
将
来
、公
共
交
通
が
必
要
と
な
る
子
ど
も
た
ち

の
移
動
手
段
を
ど
う
や
っ
て
確
保
し
て
い
く
の
か
」を

常
に
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。そ
の
財
源
に
も
し
っ
か
り

と
議
論
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
を
守
る
た
め
の
財
源
で
は
、三
日
月
知
事

が「
滋
賀
県
の
移
動
手
段
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
交
通
税
の
検
討
を
始
め
る
」を
公

約
に
掲
げ
、昨
年
の
選
挙
で
当
選
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を

踏
ま
え
、県
は「
滋
賀
地
域
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
が
、知
事
に
は
合
わ
せ
て「
ビ
ジ
ョ
ン
実

現
の
た
め
財
源
の
議
論
」も
逃
げ
ず
に
進
め
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

未

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
公
務
の
紹
介
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議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん

　新人議員研修が　　
　　　ありました

全国町村議会広報研修会に行ってきました

　８月３日、この日は４月の選挙で初当選した
５名の新人議員と議会事務局の職員が彦根勤
労福祉会館で研修を受けました。地方自治法
や議会における様々なルールについて学びま
した。

　９月26日に東京の日経ホールにて開催
された全国町村議会広報研修会に参加し
ました。広報誌を書く時のポイント、気を
付けることなどを学んできました。研修
を終えると、 「こんな風に」とかいろいろ
アイデアが浮かんできました。

日野町戦没者追悼式に
参列しました

　８月20日、日野町戦没者追悼式がわた
むきホール虹にて執り行われました。太平
洋戦争に従軍し、戦死された町民約千人の
霊に遺族の皆さんと共に議員も献花し、黙
とうしました。本年も日野少年少女合唱団
の皆さんにもご参加いただきました。

蒲生氏郷公顕彰会公認キャラクター
がもにゃん

研修

研修

式典

「議会だより」に関するご意見募集中！書式は問いません。郵送・メールまたは議会事務局までご持参願います。

日野町議会広報

日野町議会 議会だより
◆発行／日野町議会　　◆編集／議会広報常任委員会

〒529-1698 滋賀県蒲生郡日野町河原一丁目1番地
☎0748-52-6551　Fax0748-52-2044
メールgikai@town.shiga-hino.lg.jp


